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　第
三
十
代
執
行
部
の
活
動
も
、気

が
付
け
ば
早
一
年
半
と
な
り
ま
し
た
。

　次
世
代
を
見
据
え
た
法
人
へ
の
新

た
な
取
り
組
み
、当
会
初
と
な
る
全

日
仏
青
理
事
長
へ
の
就
任
を
果
た
す

べ
く
、役
員
規
約
改
正
に
よ
る
顧
問

職
の
設
置
や
特
別
委
員
会
の
設
立

等
、発
足
以
来
様
々
な
問
題
に
直
面

し
な
が
ら
も
、皆
様
の
ご
理
解
と
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、一
つ
一

つ
真
摯
に
向
か
い
合
い
、そ
し
て
乗
り

越
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　残
り
半
年
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た

が
、執
行
部
一
同
、最
後
ま
で
全
力
疾

走
で
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
切
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　こ
の
度
、伊
東
政
浩
上
人
が
第
十

九
期
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長

に
就
任
さ
れ
、そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
私

が
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
事
務
局

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　六
月
の
高
知
結
集
に
於
い
て
、全

日
青
か
ら
出
向
さ
れ
る
伊
東
上
人
は

全
日
青
顧
問
、私
は
全
日
本
仏
教
青

年
会
担
当
委
員
長
と
し
て
会
務
を

遂
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　全
日
青
と
し
て
全
日
本
仏
教
青

年
会
の
理
事
長
に
就
任
す
る
名
誉

と
、そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
る

ご
縁
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
・ご
支
援
・ご
協
力
を
深
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
三
十
代 

会
長

千
葉
県
南
部
日
青
会

　小
泉 

輝
泰

      

全
日
本
仏
教
青
年
会
担
当
委
員
長

      

栃
木
県
日
青
会

         

野
澤 

智
秀

全
国
日
青
の
伝
統
を
固
持
し
、

　

   

新
た
な
活
動
への
取
り
組
み

■
特
別
委
員
会
設
立
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渡
邉
清
明
上
人
　
略
歴

　

玄げ
ん
ゆ
う
い
ん
に
ち
ぎ
ょ
う

游
院
日
快
上
人

昭
和
十
六
年
一
月
七
日
誕
辰

平
成
二
十
四
年
三
月
五
日
命
日　

世
壽
七
十
二
歳

東
京
都
江
戸
川
区
篠
崎　

妙
勝
寺　

第
四
十
五
世

第
五
代　

全
国
日
蓮
宗
青
年
会
委
員
長

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

昭
和
三
十
八
年
七
月
よ
り　

東
京
都
江
戸
川
区
篠
崎
妙
勝
寺
住
職

昭
和
四
十
五
年
五
月　
　
　

全
国
日
蓮
宗
青
年
会
委
員
長
就
任

昭
和
五
十
二
年
十
一
月　
　

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
調
査
部
主
任

昭
和
五
十
五
年
四
月　
　
　

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任

平
成
元
年
十
一
月　
　
　
　

日
蓮
宗
宗
会
議
員

平
成
七
年
七
月　
　
　
　
　

日
蓮
宗
綜
合
企
画
部
長

平
成
七
年
十
一
月　
　
　
　

立
正
大
学
学
園
評
議
員
会
長

平
成
十
二
年
四
月　
　
　
　

日
蓮
宗
宗
務
総
長

平
成
十
二
年
四
月　
　
　
　

日
蓮
宗
大
法
功
賞
受
賞

平
成
十
五
年
四
月　
　
　
　

日
蓮
宗
宗
務
顧
問

日
蓮
宗
専
任
布
教
師
。
伝
道
対
策
委
員
、
制
度
研
究
委
員
会
委
員
、
制
度
研
究

委
員
会
研
究
員
、
日
蓮
宗
新
聞
編
集
委
員
会
委
員
、
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
布

教
師
、
立
正
大
学
学
園
振
興
委
員
会
委
員
、
教
育
制
度
検
討
委
員
会
委
員
、
世

界
立
正
平
和
運
動
委
員
、
他
教
団
対
策
特
別
委
員
会
委
員
、
立
正
平
和
運
動
委

員
、
阪
神
大
震
災
対
策
会
議
委
員
、
災
害
対
策
救
援
委
員
、
祖
山
中
心
体
制
調

査
委
員
、
日
蓮
宗
綜
合
財
団
常
務
理
事
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
常
任
理
事
、

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
評
議
員
、
中
山
妙
宗
合
同
処
理
委
員
会
委
員
、
宗
教

問
題
検
討
委
員
会
委
員
、
年
金
制
度
運
営
会
議
委
員
、
管
長
推
戴
委
員
会
委
員
、

災
害
対
策
本
部
副
本
部
長
、
立
教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
会
実
行
委
員
会
委
員
長

及
び
顧
問
、
立
教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
会
会
長
及
び
顧
問
、
な
ど
宗
門
内
外
の

重
職
を
歴
任
。
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
委
員
長
就
任
時
は
、
全
国
信
徒
青
年
会
結

成
及
び
信
徒
青
年
の
集
い
、
非
住
職
選
挙
権
獲
得
に
対
す
る
活
動
に
従
事
。

「
渡
邉
清
明
上
人
御
遷
化
さ
れ
る
」

全
国
日
蓮
宗
青
年
会
第
五
代
委
員
長
、
渡
邉
清
明
上
人
が
去
る
平
成
二
十
四
年
三
月
五
日
に

御
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
上
人
の
略
歴
と
『
全
国
日
青
』
第
三
十
五
号
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
発
行
）
の
委
員

長
就
任
御
挨
拶
を
紹
介
申
し
上
げ
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
心
よ
り
増
圓
妙
道
を
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌
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東
日
本
大
震
災
第
三
回
忌
慰
霊
唱
題
行
脚
の
前
日
、
岩
手
県
内
は

異
例
の
暴
風
警
報
。
県
内
交
通
網
は
多
数
乱
れ
る
事
態
に
な
っ
た
。

東
北
新
幹
線
の
遅
延
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
在
来
線
で
多
数
運
休
、
花
巻

空
港
で
の
多
数
欠
航
、
東
北
自
動
車
道
通
行
止
め
に
よ
り
主
要
道
で

大
渋
滞
。
内
陸
部
で
一
〇
〇
〇
戸
以
上
の
停
電
が
あ
っ
た
。
暴
風
暴

雪
よ
る
天
候
に
て
前
日
入
り
す
る
青
年
僧
が
予
定
時
間
よ
り
大
幅
に

遅
れ
、
夜
中
に
到
着
す
る
方
々
も
多
く
み
ら
れ
た
。

　

行
脚
当
日
の
三
月
十
一
日
。
そ
ん
な
前
日
の
悪
天
候
が
嘘
の
よ
う

な
快
晴
の
空
。
陽
は
差
す
も
の
の
肌
に
突
き
刺
さ
す
風
は
冷
た
く
冬

の
な
ご
り
を
感
じ
た
。
厳
し
い
寒
さ
が
垣
間
見
る
、
宮
古
市
田
老
町

（
以
後
田
老
地
区
）
へ
二
十
八
名
、
野
田
村
（
以
降
野
田
地
区
）
へ

二
十
六
名
、
総
勢
五
十
四
名
、
全
国
か
ら
青
年
僧
が
集
結
し
た
。

　

正
午
過
ぎ
、
行
脚
隊
が
ス
タ
ー
ト
。
行
脚
拠
点
と
な
る
宮
古
・
本

照
寺
様
、
久
慈
・
立
正
寺
様
に
て
慰
霊
と
復
興
祈
願
の
読
誦
会
を
奉

行
。
午
後
一
時
、
両
地
区
に
て
行
脚
隊
が
列
を
連
ね
た
。
し
か
し
暴

風
の
影
響
が
残
っ
て
お
り
、
両
地
区
と
も
玄
題
旗
を
掲
げ
る
こ
と
を

断
念
し
た
。
田
老
地
区
は
新
し
く
な
っ
た
田
老
漁
港
を
黙
祷
の
地
と

し
て
、
世
界
一
の
防
潮
堤
の
上
を
行
脚
。
野
田
地
区
は
綺
麗
に
な
っ

た
海
岸
砂
浜
を
黙
祷
の
地
と
し
て
、
津
波
被
害
で
全
壊
に
な
っ
た
地

区
を
行
脚
し
た
。

　

団
扇
太
鼓
は
強
風
に
よ
り
幾
度
と
な
く
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
、

と
に
か
く
身
体
に
太
鼓
の
柄
の
部
分
を
し
っ
か
り
と
押
し
つ
け
な
い

と
上
手
く
叩
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
太
鼓
を
叩
き
、
御
題
目
を
唱

え
、
被
災
地
を
歩
き
、
一
心
に
行
脚
を
続
け
る
青
年
僧
。
復
興
が
殆

ど
進
ん
で
い
な
い
寂
し
げ
な
住
宅
跡
地
を
歩
く
。
そ
こ
に
は
命
日
の

被
災
地
に
見
ら
れ
る
光
景
が
あ
っ
た
。
流
さ
れ
た
家
屋
跡
地
に
、
華

を
手
向
け
、
線
香
を
薫
じ
、
手
を
合
わ
せ
佇
む
人
々
の
姿
。
そ
の
瞳

に
映
る
の
は
、
被
災
地
の
現
状
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

色
々
な
思
い
が
各
々
交
錯
す
る
中
、
午
後
二
時
四
十
六
分
が
訪
れ

る
。
団
扇
太
鼓
の
音
が
鳴
り
止
み
、
静
寂
の
中
に
打
ち
寄
せ
る
波
の

音
。
一
呼
吸
す
る
と
、
防
災
無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン
や
梵
鐘
の
音
が
湾

内
に
響
き
渡
っ
た
。
誰
も
が
、
そ
し
て
青
年
僧
一
同
も
静
か
に
眼
を

閉
じ
合
掌
を
捧
げ
た
。
も
う
目
に
は
映
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
は
街
が

あ
り
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
漁
港
が
あ
っ
た
。
一
人
一
人
の

思
い
が
、
亡
く
な
ら
れ
た
御
魂
に
届
け
ら
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
と
思

う
。
黙
祷
後
、
両
地
区
と
も
卒
塔
婆
を
建
て
、
小
泉
輝
泰
全
日
青
会

長
（
田
老
地
区
）
服
部
巧
顕
委
員
長
（
野
田
地
区
）
が
慰
霊
と
復
興

祈
願
の
回
向
を
捧
げ
た
。

　

今
回
の
行
脚
で
気
に
な
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
野
田
地
区
で
は
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
が
ほ
と
ん
ど
居
な
か
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
田
老
地

区
で
は
か
な
り
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
居
た
。
世
界
一
の
防
潮
堤
が
有

る
か
ら
な
の
だ
と
思
う
。
記
事
に
し
や
す
い
と
言
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、「
御
魂
一
人
一
人
の
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
」
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
見
聞
き
す
る
被
災
地
の
情
報
は
、
ご
く
一
部
の
こ
と
だ
と

感
じ
て
欲
し
い
。
現
地
に
行
っ
て
、
初
め
て
分
か
る
こ
と
が
多
々
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
回
行
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
何
度
も
足
を

運
ん
で
現
状
を
伝
え
て
頂
き
た
い
と
切
に
思
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

来
年
は
宮
城
県
で
慰
霊
唱
題
行
脚
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
毎
年

三
月
に
慰
霊
復
興
を
祈
り
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
被
災
地
を
行
脚

し
続
け
て
行
く
。
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
並
び
に
震
災
復
興
担
当
委
員

会
は
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
う
。

　

最
後
に
、
今
後
も
数
多
く
の
被
災
地
へ
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
活
動
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

第
三
回
忌
慰
霊
唱
題
行
脚

　
■
岩
手
県
野
田
村
・
宮
古
市
田
老
町

　
　
　
　
　
　
震
災
復
興
担
当
委
員
長
　
梅
澤
宣
周

活動報告 1

漁港にて黙祷を捧げる 海岸沿いを行脚
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奈
良
東
大
寺

　
　

花
ま
つ
り
千
僧
法
要

　
■
東
日
本
大
震
災
及
び
各
地
災
害
復
興
祈
願

　
　
　
　
　
　
総
務
担
当
委
員
長
　
松
森
孝
雄

活動報告 2
　

四
月
二
十
六
日
、
奈
良
・
東
大
寺
大
仏
殿
に
於
い
て
『
仏
法
興
隆

花
ま
つ
り
千
僧
法
要
』が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
千
僧
法
要
は
、

昭
和
六
十
三
年
よ
り
毎
年
東
大
寺
大
仏
殿
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
本
年
で
二
十
六
回
目
を
数
え
ま
す
。
日
本
全
国
か
ら
宗
派
を
超

え
た
僧
侶
（
全
日
本
仏
教
青
年
会
加
盟
団
体
）
約
一
〇
〇
〇
名
余
り

の
慶
讃
の
人
々
が
集
い
、
心
の
救
済
と
人
類
の
福
祉
・
世
界
の
平
和

に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
願
し
厳
修
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
第
三
回
忌
追
悼
慰
霊
、
ま
た
日
本
・
世

界
各
地
で
の
災
害
な
ど
、
世
界
中
の
天
災
人
災
殉
難
の
諸
精
霊
に
御

回
向
申
し
上
げ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
へ
『
祈
り
』
を
捧
げ

る
べ
く
『
東
日
本
大
震
災
及
び
各
地
災
害
復
興
祈
願
法
要
』
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
日
蓮
宗
青
年
会
か
ら
は
、
小
泉
輝
泰
会
長
を
含
む
三
十
六
名

の
僧
侶
が
出
仕
。
様
々
な
宗
旨
宗
派
の
作
法
・
習
礼
で
の
お
勤
め
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
刺
激
を
受
け
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
日
蓮
宗
青
年
僧
は
、
行
列
出
発
地
で
あ
る
南
大
門
脇
の
金

鐘
会
館
よ
り
、
普
段
は
閉
門
さ
れ
て
い
る
中
門
を
く
ぐ
り
大
仏
殿
に

い
た
る
ま
で
団
扇
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
唱
題
行
脚
で
入
堂
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
宗
派
の
法
式
に
則
り
法
会
が
営
ま
れ
、
日
蓮

宗
と
し
て
は
小
泉
会
長
修
法
導
師
の
元
、
木
剣
修
法
に
て
祈
願
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
案
内
に
も
記
し
ま
し
た
が
、「
日
蓮
宗
の
力
強
い
法
会
に
大
変

感
銘
を
受
け
た
」
と
の
ご
好
評
を
頂
い
た
よ
う
に
、
本
化
別
頭
の
正

儀
に
則
っ
た
法
会
に
よ
っ
て
お
題
目
結
縁
が
で
き
た
こ
と
、
大
変
有

意
義
な
法
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
東
大
寺
の
盧
舎
那
大
仏
像
を
間

近
に
拝
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
祖
道
に
日
々
精
進
し
よ
う
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
シ
ョ
カ
ビ
ラ
ー
記
念
碑
前
に
場

所
を
移
し
、
灌
仏
会
法
要
（
花
ま
つ
り
）
が
営
ま
れ
、
私
た
ち
も
焼

香
に
参
列
し
、
東
大
寺
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
を
含
む
世
界
各
地
で
の
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
ご
冥
福
、
遺
族
の
方
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
穏
や
か
な
日

が
一
日
で
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

全
日
本
仏
教
青
年
会
主
催
の
全
国
大
会
が
、
五
月
七
日
に
大
阪
市

の
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
の
南
御
堂
で
開
催
さ
れ
、
超
宗
青
年
僧
を

中
心
に
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
釈
徹
宗
師
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
お
迎
え
し
、
中
沢
新
一
先
生
、
玄
侑
宗
久
師
と
の
三
者

で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

　

地
域
の
活
力
を
高
め
て
、
今
よ
り
も
幸
福
感
の
高
い
社
会
を
作
る

た
め
に
は
経
済
の
形
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
れ
ば
…
。
と
い
う
主
管
（
大
阪
府
佛

教
青
年
会
）
側
の
意
向
の
も
と
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
東
日
本
大
震
災
物
故
者
の
追
悼
と
被
災
地
の
復
興
祈

願
を
含
め
た
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
震
災
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

唱題行脚ご宝前修法

全
日
仏
青
主
催　

二
〇
一
三 

全
国
大
会

　

二
〇
一
三 

全
国
大
会
in
大
阪

　
■
東
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　『
東
日
本
大
震
災
か
ら
考
え
る

       

　
　
　
～
地
域
の
再
生
・
多
様
性
～
』

　
　〈
大
阪
市
　
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
〉

　
　
　
　
　
　
総
務
担
当
委
員
長
　
松
森
孝
雄
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再
生
に
つ
い
て
福
島
県
在
住
の
玄
侑
氏
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
震
災
を
契
機
に
「（
福
島
県
内
に
）
ど
の
よ
う
な
地
域
が
あ
る

の
か
つ
ぶ
さ
に
分
か
っ
て
き
た
。
村
が
一
番
立
派
だ
っ
た
。
村
長

自
身
が
ほ
と
ん
ど
の
村
民
の
顔
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
密
度
の
濃
さ
は
、
非
常
時
に
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
何
か
を
共
同
体
で
行
う
場
合
、「
神
社
や
寺
院
で
は
、
何
で

も
村
の
皆
で
や
る
と
い
う
古
い
共
同
体
の
仕
方
が
残
っ
て
い
る
」
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
神
社
仏
閣
の
関
わ
り
も
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
中
沢
氏
は
、
昔
は
共
同
体
の
構
成
員
が
複
数
の

役
割
を
こ
な
す
例
を
提
示
し
「
百
姓
と
い
う
単
語
に
は
あ
ら
ゆ
る
職

業
と
い
う
意
味
が
あ
り
、元
々
は
農
民
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」

と
し
、
古
く
か
ら
地
域
に
宿
っ
て
い
る
人
々
の
生
き
る
力
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
三
氏
に
よ
っ
て
、
現
代
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
「
今
」
の
政
治
や
経
済
の
抱
え
る
限
界
点
・
問
題
点
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
な
ど
が
話
さ
れ
、
仏
教
の
こ
れ
か

ら
の
可
能
性
に
期
待
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
沢
氏
は
、
こ
の
全
国
大
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
て
い
る
意

義
を
踏
ま
え
、「
津
波
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
海
岸
線
沿
い
に
寺

社
仏
閣
が
建
て
ら
れ
、
大
阪
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
四
天
王
寺
や

住
吉
大
社
、
そ
し
て
熊
野
へ
と
続
く
宗
教
都
市
と
し
て
の
側
面
を
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、
様
々
な
形
で
社
会
の
問
題
に
取
り

組
む
全
国
の
青
年
僧
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

玄
侑
氏
は
、「
や
っ
ぱ
り
何
か
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
事
。
組
織

を
そ
の
ま
ま
同
じ
よ
う
に
続
け
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
タ
テ
が
強
す
ぎ
る
と
面
白
い
組
織
に
な
ら
な
い
。
横
の
つ
な

が
り
を
伸
ば
し
て
、
青
年
僧
の
生
産
性
に
期
待
し
た
い
」
と
組
織
と

し
て
の
青
年
会
運
営
と
そ
の
実
行
部
隊
で
あ
る
青
年
僧
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

中
沢
氏
は
「
仏
教
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
先
が
あ
る
思
想
で
二
十
一
世

紀
的
な
考
え
を
は
ら
ん
で
い
る
。た
だ
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
色
々

な
も
の
が
付
き
す
ぎ
た
。
こ
れ
を
払
う
人
々
が
出
て
ほ
し
い
し
、
そ

れ
は
仏
教
青
年
会
だ
と
思
う
」
と
青
年
僧
の
活
動
に
期
待
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

合
掌

　

平
成
二
十
五
年
五
月
九
〜
十
日
に
第
五
十
一
回
全
国
日
蓮
宗
青
年

僧
結
集
高
知
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
国
初
の
結
集
大
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
よ
り

二
百
二
十
六
名
の
多
数
の
御
参
加
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
結
集
は
、
渡
邊
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
実
行
委
員
会
の
皆
様
と
の
熱
い
想
い
で
、
新
た
な
一
歩
と
『
維
新

伝
心
』
を
テ
ー
マ
に
、
桂
浜
に
て
唱
題
行
。
妙
國
寺
様
に
て
檀
信

徒
の
皆
様
と
共
に
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
散
華
行
堂
を
取
り
入
れ
た

法
要
、
修
法
で
は
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
へ
の
供
養
と
被
災
地
の
復
興
祈
願
、
そ
し
て
日
蓮
聖
人
の
願
行

「
立
正
安
国
」
を
青
年
僧
一
同
が
妙
國
寺
様
の
ご
宝
前
に
お
い
て
お

誓
い
し
、
高
知
大
会
法
要
を
無
事
円
成
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
懇
親
会
に
て
は
来
賓
席
を
設
け
ず
、
平
等
に
ク
ジ
で
席
を

決
め
隣
に
は
誰
が
来
る
の
か
分
か
ら
ず
、
新
し
い
ご
縁
を
頂
い
た
方

や
、
古
き
友
と
昔
話
に
華
を
咲
か
せ
た
方
や
様
々
な
ご
縁
を
頂
き
、

『東日本大震災から考える』シンポジウム

第
五
十
一
回

全
国
日
蓮
宗
青
年
僧
結
集
高
知
大
会

　
■
～
維
新
伝
心
～

　
　
　
　
　
　
結
集
担
当
委
員
長
　
太
田
寛
周

活動報告 4
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膝
を
突
き
合
わ
せ
日
蓮
宗
青
年
僧
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
熱

く
語
り
合
い
、
大
変
有
意
義
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

結
集
と
は
趣
が
違
い
記
憶
に
残
る
結
集
大
会
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
現
地
の
復
興
等
、
問

題
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
結
集

大
会
で
頂
い
た
ご
縁
を
第
一
歩
と
し
維
新
伝
心
の
気
持
ち
で
精
進

し
、
私
達
同
心
の
行
者
が
力
を
合
わ
せ
集
い
一
致
団
結
し
た
時
の
漲

る
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
想
う
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
高
知
大
会
に
際
し
ま
し
て
会
場

と
な
り
ま
し
た
妙
國
寺
様
、
渡
邊
実
行
委
員
長
並
び
に
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
の
実
行
委
員
会
の
各
聖
、
甚
大
な
る
御
協
力
御
支
援
、
誠
に

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
第
五
十
一
回
全
国
日
蓮
宗
青
年
僧
結
集
高
知
大
会
の
御
報

告
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

再
拝

　

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）、
沖
縄
県
糸
満
市
に

於
き
ま
し
て
、
全
日
青
四
十
七
名
が
「
沖
縄
慰
霊
行
脚
」
参
加
し
ま

し
た
。

　

一
九
四
五
年
の
六
月
二
十
三
日
に
日
本
軍
が
太
平
洋
戦
争
の
沖

縄
戦
に
於
け
る
組
織
的
戦
争
の
終
結
を
し
た
事
に
ち
な
み
、
六
月

二
十
三
日
は
沖
縄
県
に
よ
り「
慰
霊
の
日
」に
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
慰
霊
の
日
」
は
毎
年
沖
縄
県
限
定
で
国
立
機
関
以
外
の
役

所
・
学
校
は
公
休
日
と
な
っ
て
お
り
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
記
念
公

園
に
於
い
て
沖
縄
県
・
沖
縄
県
議
会
主
催
の
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

追
悼
式
に
は
沖
縄
県
知
事
、
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺
族
、
そ
の
子
孫
の
方
々
が
参
列
し
、
式
典

中
の
正
午
に
は
黙
祷
が
行
わ
れ
、
戦
没
者
へ
の
追
悼
の
祈
り
、
世
界

恒
久
平
和
の
願
い
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
県
内
各
地
の
戦
跡
・
慰

霊
塔
に
於
い
て
も
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
慰
霊
の

日
」
に
合
わ
せ
琉
球
山
法
華
経
寺
様
と
神
奈
川
県
第
一
部
日
青
会
様

は
長
年
に
亘
り
唱
題
行
脚
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
平
成
二
十
二
年
度
の
加
行
所
出
行
後
沖
縄
慰
霊
布
教
に
参
加

さ
せ
て
頂
い
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
際
に
正
伝
師
猊
下
が
「
沖
縄
は

供
養
し
て
も
供
養
し
き
れ
な
い
地
で
あ
る
」
と
仰
ら
れ
て
い
た
事
が

強
く
心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
行
脚
は
そ
の
お
言
葉
を
胸
に

秘
め
て
、
立
正
平
和
運
動
委
員
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

行
脚
隊
一
行
は
法
華
経
寺
様
に
午
前
六
時
四
十
分
集
合
、
バ
ス
に

て
糸
満
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
移
動
後
、
午
前
八
時
三
十
分
に
行
脚
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
「
今
行
脚
を
し
て
い
る
こ
の
道
路
の
下
に
も
御
遺
骨
が
埋
ま
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
う
お
話
を
聞
き
一
歩
一
歩
、
慰
霊
の
願

い
を
込
め
御
題
目
を
唱
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、

健
児
の
塔
、
日
蓮
宗
僧
侶
（
慈
厚
院
日
勇
上
人
）
で
も
あ
っ
た
沖
縄

防
衛
第
三
十
二
軍
・
長
勇
参
謀
長
が
祀
ら
れ
て
い
る
黎
明
の
塔
等
各

所
で
一
読
を
さ
せ
て
頂
き
、
午
前
十
一
時
頃
行
脚
隊
は
無
事
平
和
祈

念
公
園
に
到
着
致
し
ま
し
た
。
追
悼
式
前
に
一
読
後
、
午
前
十
二
時

に
式
典
参
列
者
の
皆
様
と
共
に
黙
祷
を
捧
げ
、
そ
の
後
バ
ス
に
て
法

華
経
寺
様
へ
移
動
、
慰
霊
法
要
を
厳
修
し
全
行
程
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

沖
縄
で
は
現
在
も
御
遺
骨
の
収
集
が
さ
れ
て
お
り
戦
争
の
傷
跡
が

強
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
慰
霊
行
脚
に
於
い
て
戦
没
者
の
方
々
へ

糸満市街地を唱題行脚 妙國寺様にて大法要

沖
縄
慰
霊
行
脚

　
　
　
　
　
　
長
野
県
日
青
会
　
加
藤
要
貴

活動報告 5



7

2013.10

供
養
を
さ
せ
て
頂
く
事
は
戦
争
の
愚
か
さ
を
訴
え
る
事
で
あ
り
、「
い

の
ち
」
の
尊
さ
を
伝
え
る
事
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々
は
立
正
平
和
の

願
い
を
込
め
、
こ
の
行
脚
を
行
い
続
け
る
使
命
が
あ
る
の
だ
と
領
解

致
し
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ
る
慰
霊
行
脚
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
、

「
立
正
安
国
」
の
祖
願
を
心
新
た
に
体
さ
せ
て
頂
い
た
事
は
、
法
悦

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
運
営
に
御
尽
力
を
頂
い
た
各
聖
に
心
よ

り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
（
金
曜
日
）
長
崎
市
に
て
、
長
崎

日
青
会
主
催
「
長
崎
原
爆
殉
難
者
慰
霊
行
脚
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
長
崎
日
青
会
二
十
九
名
、
全
日
青
二
十
一

名
の
計
五
十
名
で
の
行
脚
で
す
。

　

今
年
は
市
内
西
山
町
を
出
発
し
、
原
爆
落
下
中
心
地
を
通
っ
て
平

和
祈
念
像
が
あ
る
平
和
公
園
へ
向
け
て
約
六
㎞
の
道
の
り
を
唱
題
行

脚
し
ま
し
た
。
爽
や
か
な
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
長
崎
特
有
の
坂
道
を

進
み
、
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
長
崎
港
の
素
晴
ら
し
い
景
色
に
、
し

ば
し
心
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま
約

七
十
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
、
八
月
九
日
の
原
爆
投
下
に
よ
り
約

七
万
四
千
人
も
の
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
脳

裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。
今
日
の
平
和
な
暮
ら
し
は
、
戦
争
被
害
者
と

な
っ
た
多
く
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
事
実
を
再
認

識
し
、
犠
牲
者
の
御
霊
に
法
華
経
・
御
題
目
が
届
か
ん
こ
と
を
思
い
、

精
一
杯
の
声
を
出
し
、
平
和
公
園
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
平
和
公
園
に
到
着
し
、
有
名
な
平
和
祈
念
像
の
前
で
一

読
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
研
修
の
た
め
に
訪
れ
て
い

た
高
校
生
の
方
や
、
地
元
の
年
配
の
方
々
が
共
に
合
掌
さ
れ
、

〝
平
和
〟
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
姿
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
参
加
し
、
そ
の
場
所
に
出
向
か
な
け
れ
ば
感
じ
取
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
が
間
違
い
な
く
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

再
確
認
で
き
た
行
脚
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
来
年
は
一
人
で
も
多
く

の
地
元
管
区
の
会
員
と
共
に
参
り
、
そ
の
思
い
を
共
有
で
き
た
ら
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
長
崎
日
青
会
会
員
の
皆
様
の

親
切
・
丁
寧
で
心
の
こ
も
っ
た
案
内
誘
導
等
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

何
の
不
安
も
な
く
日
程
の
最
後
ま
で
安
心
し
て
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
長
崎
慰
霊
行
脚
を
企
画
運
営
い

た
だ
き
ま
し
た
長
崎
日
青
会
会
長
宮
崎
泰
彦
上
人
は
じ
め
会
員
の
皆

様
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

沖縄平和記念公園にて集合写真

長
崎
慰
霊
行
脚

　
　
　
　
　
　
新
潟
西
部
日
青
会
　
大
橋
智
憲

活動報告 6

長崎市内を唱題行脚

平和祈念像前にて慰霊供養
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全
日
青
被
災
地
復
興
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
■
東
福
島
県
南
相
馬
市

　
　
　
　
　
　
震
災
復
興
担
当
委
員
長
　
梅
澤
宣
周

活動報告 7
　

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
日
、
梅
雨
の
鬱
陶
し
い
暑
さ
が
続
く
福

島
県
南
相
馬
市
。
初
夏
の
被
災
地
へ
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
は
「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
呼
び
か
け
、
全
国
か

ら
約
三
十
名
の
青
年
僧
が
南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
集

結
し
た
。

　

七
月
後
半
の
東
北
地
方
は
梅
雨
真
っ
只
中
の
時
期
で
あ
る
。
当
日

の
天
候
は
、
雨
時
々
曇
り
、
最
高
気
温
は
三
十
一
度
を
記
録
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容
は
草
刈
り
作
業
、
瓦
礫
撤
去
作
業
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
撤
去
作
業
。
作
業
場
所
は
大
津
波
被
災
地
区
で
あ
る
福
島

県
南
相
馬
市
小
高
地
区
の
住
宅
と
農
場
の
二
ヶ
所
だ
っ
た
。

　

そ
こ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
は
福
島

原
発
に
よ
る
放
射
能
被
害
の
規
制
区
域
と
な
っ
て
い
た
。
街
に
は
雑

草
が
生
い
茂
り
、
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
だ
瓦
礫
が
散
乱
し
て
い
る

状
態
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
た
。
治
安
は
と
て
も
悪
く
、

あ
ち
こ
ち
で
窃
盗
や
強
盗
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
、
警
官
の
数
が

非
常
に
多
か
っ
た
。
規
制
区
域
は
、
通
行
止
め
の
看
板
と
共
に
刑
務

所
の
扉
の
よ
う
に
厳
重
な
ゲ
ー
ト
で
封
鎖
さ
れ
、
警
官
が
常
駐
し
て

い
る
。
人
通
り
は
極
め
て
少
な
く
、
復
興
支
援
関
係
者
、
警
官
、
地

元
の
老
人
ほ
ど
し
か
見
か
け
ず
、
子
供
の
姿
は
全
く
見
か
け
な
い
。

映
画
な
ど
で
よ
く
見
る
、
ま
さ
に
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
言
え
る
状
態

で
あ
っ
た
。
本
当
に
こ
こ
は
日
本
な
の
か
？ 

と
我
が
目
を
疑
い
た

く
な
っ
た
。街
自
体
の
時
が
、平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
で
止
ま
っ

た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
活
動
場
所
は
、
一
時
帰
宅
許
可
は
下
り
て
い
る
が
、
ま
だ

居
住
許
可
は
下
り
て
い
な
い
地
域
で
あ
っ
た
。
原
発
に
よ
る
放
射
能

被
害
や
風
評
被
害
に
よ
り
、
多
く
の
地
元
民
は
他
地
域
へ
移
住
し
て

い
る
が
、
地
元
を
愛
し
、
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
い
る
人
も
少
な

く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
達
は
、
支
援
活
動
を
一
刻
も
早
く
進
め
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

福
島
県
は
他
の
被
災
地
と
は
違
い
、
放
射
能
の
問
題
が
絡
む
為
、

支
援
活
動
に
も
制
約
が
あ
る
が
、
南
相
馬
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
要
望
に
少
し
で
も
添
う
べ
く
、
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
作
業
場
所
は
殆
ど
が
草
で
埋
も
れ
、
参
加
者
を
二

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
草
刈
作
業
が
中
心
に
、
茂
み
の
中
に
隠
れ
て
い

る
瓦
礫
撤
去
も
並
行
し
て
行
っ
た
。

　

草
刈
り
作
業
は
、
奥
行
約
三
十
メ
ー
ト
ル
程
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

三
件
の
周
囲
と
、
ハ
ウ
ス
内
の
作
業
と
な
っ
た
。
外
は
雨
、
中
は
ハ

ウ
ス
の
熱
気
で
蒸
し
暑
く
、
全
身
泥
と
汗
塗
れ
に
な
り
な
が
ら
の
活

動
で
あ
っ
た
。
草
刈
り
後
の
草
は
湿
気
を
含
ん
で
非
常
に
重
く
、
手

作
業
で
の
運
搬
は
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、
み
ん
で
な
協
力
し
合
い
な

が
ら
作
業
を
行
っ
た
。
草
刈
作
業
の
他
に
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ

ニ
ー
ル
撤
去
作
業
も
行
っ
た
。
ま
た
、
草
の
運
搬
の
際
に
、
付
近
か

ら
出
て
く
る
瓦
礫
【
木
材
・
畳
・
可
燃
物
・
家
電
・
陶
器
・
ガ
ラ
ス
・

タ
イ
ヤ
】
な
ど
分
別
し
て
纏
め
て
い
く
。
草
む
ら
に
隠
れ
て
い
た
瓦

礫
は
様
々
で
、
木
材
や
、
畳
な
ど
は
半
分
以
上
が
腐
敗
し
て
い
た
。

現
地
で
は
そ
う
い
っ
た
些
細
な
も
の
で
、
震
災
か
ら
二
年
四
カ
月
と

い
う
時
間
の
経
過
を
よ
う
や
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

何
の
因
果
か
…
、
お
坊
さ
ん
た
ち
が
活
動
す
る
か
ら
な
の
か
…
、

活
動
場
所
の
前
に
は
集
落
の
共
同
墓
地
が
あ
り
、
半
分
近
く
の
墓
石

は
転
倒
し
破
損
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
数
人
で
傾
い
た
墓
石
を

修
復
し
よ
う
と
試
み
る
も
石
塔
の
余
り
の
重
さ
に
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

　

被
災
地
の
状
況
を
目
の
当
り
す
る
と
、
南
相
馬
市
で
生
活
を
し
て

い
た
人
々
の
先
祖
か
ら
続
く
、
尊
い
歴
史
、
文
化
、
想
い
、
す
べ
て

南相馬市ボランティアセンター前にて 震災慰霊碑にて供養を捧げる
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渡
辺　

照
敏

藤
井　

照
源

佐
野　

一
秀

岡
部　

日
聡

柴
田　

寛
彦

村
田　

教
清

菅
野　

日
彰

瀬
川　

観
照

中
野　

日
演

谷
川　

日
清

原　
　

俊
道

小
沢　

涌
文

石
井　

隆
康

松
永　

慈
弘

伊
丹　

栄
彰

持
田　

日
勇

服
部　

智
謙

鈴
木　

惠
一

米
田　

宣
雄

蔵
本　

知
宏

齊
藤　

朋
久

塩
崎　

望
巳

張
田　

珠
潮

畠
山　

日
慶

田
中　

文
教

兵
賀　

栄
真

永
田　

一
孝

古
田　

寿
厚

小
倉　

日
教

保
田　

義
彰

井
田　

湛
孝

西
山　

是
文

長
谷
川
正
浩

村
井　

惇
匡

荻
野　

泰
継

瀧
川　

真
弘

関
戸　

堯
海

鈴
木　

寛
長

山
田　

是
佑

我
妻　

龍
岳

須
藤　

教
裕

髙
﨑　

陽
堂

渡
邊　

泰
秀

堀
田　

泰
盛

合
川　

天
心

牛
田　

智
光

藪
木　

恵
照

神
藏　

義
一

渡
邉　

彰
良

永
石　

光
祐

石
伏　

叡
齋

林　
　

智
能

伊
藤　

太
雲

池
上　

要
靖

法

蓮

寺

清

澄

寺

東
京
都
北
部
宗
務
所

京
都
府
第
一
部
宗
務
所

栃
木
県
宗
務
所

大
阪
府
和
泉
宗
務
所

広
島
県
宗
務
所

妙

國

寺

本

澄

寺

妙

覚

寺

海

長

寺

本

法

寺

本

行

寺

孝

勝

寺

千
葉
南
部
宗
務
所

鏡

忍

寺

妙

興

寺

東
京
南
部
宗
務
所

神
奈
川
県
第
二
部
宗
務
所

千
葉
東
部
宗
務
所

実

相

寺

本

満

寺

藻

原

寺

富
山
県
宗
務
所

愛
知
県
尾
張
宗
務
所

神
奈
川
県
第
三
部
宗
務
所

報

恩

寺

弘

法

寺

連

紹

寺

妙

法

寺

妙

顕

寺

法

蓮

寺

妙

立

寺

正

法

寺

妙

本

寺

妙

法

寺

光

明

寺

寿

遠

寺

妙

廣

寺

妙

楽

寺

明

善

寺

妙

法

寺

本

能

寺

本

覚

寺

大
阪
日
青
会

青
森
日
青
会

智

恩

寺

長
谷
川
法
律
事
務
所

妙

昌

寺

高

生

寺

大

光

寺

妙

光

寺

経

王

寺

自

證

寺

内

萬

福

寺

泰

福

寺

本

照

寺

妙

典

寺

大

教

寺

妙

國

寺

妙

経

寺

満

願

寺

常

在

寺

法

華

寺

長

源

寺

妙

浄

寺

法

妙

寺

法

立

寺

蓮

台

寺

広

済

寺

法

華

寺

内

妙

進

教

会

智

寂

坊

活
動
支
援
金
・
表
賀
拝
受

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

本
会
活
動
に
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
表
賀
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

充
実
し
た
活
動
の
た
め
、
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

が
壊
れ
、
時
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
実
感
し
た
。
き
っ
と
参

加
者
は
そ
う
い
っ
た
福
島
県
の
現
状
を
痛
感
し
な
が
ら
、
作
業
に
取

り
組
ん
だ
に
違
い
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
終
了
後
、
綿
津
見
神
社
に
建
立
さ
れ
た

七
十
一
名
の
名
が
刻
ま
れ
た
震
災
慰
霊
碑
に
赴
き
、生
花
を
添
え
て
、

参
加
者
全
員
で
読
経
供
養
、
焼
香
供
養
を
行
い
、
犠
牲
者
の
菩
提
を

弔
う
と
共
に
被
災
地
の
早
期
復
興
・
復
活
の
祈
願
を
捧
げ
た
。

　

こ
の
度
の
支
援
活
動
の
全
行
程
終
了
後
、
小
泉
輝
泰
会
長
も
、「
今

回
の
活
動
を
機
に
、
更
に
我
々
が
出
来
る
事
、
今
出
来
る
こ
と
を
続

け
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
次
回
開
催
も
視
野
に
、
支
援
の
継
続
を
全

国
の
青
年
僧
に
向
け
て
述
べ
た
。

　

福
島
県
は
他
の
被
災
地
と
違
い
、
津
波
の
爪
痕
だ
け
で
は
な
く
、

「
原
発
」「
放
射
能
」
の
問
題
も
あ
り
、
復
興
と
呼
べ
る
程
の
進
展
は

な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
と
同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
は
「
放

射
能
」
の
問
題
も
あ
る
の
だ
ろ
う
、
ま
た
行
政
の
体
制
が
確
立
し
て

い
な
い
の
も
あ
る
の
だ
ろ
う
、
他
の
被
災
地
と
比
較
し
て
も
支
援
は

圧
倒
的
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
無
人
化
し
た
町
は
何
度
見
て

も
言
葉
で
は
言
い
尽
せ
な
い
が
、
い
つ
か
ま
た
人
々
が
集
い
活
気
あ

る
町
に
戻
る
事
を
切
に
願
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
が
経
と
う
と
し
、
震
災
報
道
の
風
化

が
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
復
興
と
は
何
か
、
支
援
と
は
何

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
考
え
が
千
差
万
別
で
あ
る
事
は
仕
方
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
同
じ
国
土
で
起
き
た
こ
と
。
今
し
か
で
き
な
い

支
援
、
そ
し
て
こ
の
事
実
を
後
世
に
、
ま
た
改
め
て
全
国
へ
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
ず
る
。

　
「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事
を
す
る
」

　

南
相
馬
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
耳
に
し
た
言
葉
。
こ
の

事
を
深
く
胸
に
刻
み
、
今
後
も
被
災
地
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。
更
な
る
被
災
地
へ
の
継
続
的
な
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
活
動
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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平成24年度　全国日蓮宗青年会　財務決算報告
平成24年5月25日～平成25年5月8日

科　　　目
単位日青会分担金
宗 務院助成金
機関誌広告費
活 動 助 成 金
前年度繰越金
雑 収 入
収 入 合 計

24年度予算額

1,800,000
1,000 ,000
300,000
1,000 ,000
1,697 ,049
65,000

5,862 ,049

備　　　考
53日青会

10業者
含50周年会計より分配金

宗報原稿料・記念誌作成費

科　　　目
事 務 費
各担当委員会事業費
ホームページ経費

会 議 費
代 表 者 会 議
執 行 部 会 議
事 務 局 会 議
各担当委員会会議費

事 務 通 信 費
出 張 費
ブロック助 成 金
全 日 仏 青
執 行 部 会 議
そ の 他

助 成 金
ブロック助 成 金
結 集 助 成 金

全日仏青負担金
災害救援対策基金
慶 弔 費
予 備 費
支 出 合 計

24年度予算額
1,000,000
750,000
250,000
550,000
50,000
120,000
50,000
330,000
430,000
1,360 ,000
450,000
150,000
360,000
400,000
1,400 ,000
900,000
500,000
150,000
200,000
50,000
722,049
5,862 ,049

増　　　減

69,000
－20,0000
50,000

1,750 ,000
0

4,450 ,000
6,119 ,000

増　　　減
350,674
75,254
275,420
－53,106
－41,300
8,194

－20,000
0

－15,449
－186,230
－179,930
120,710
－93,640
－33,370
－200,000
－200,000

0
120,000

0
－50,000
－722,049
－756,160

24年度決算

1,869,000
800,000
350,000
2,750 ,000
1,697 ,049
4,515 ,000
11,981 ,049

24年度決算
1,350,674
825,254
525,420
496,894
8,700

128,194
30,000
330,000
414,551
1,173 ,770
270,070
270,710
266,360
366,630
1,200 ,000
700,000
500,000
270,000
200,000

0
0

5,105 ,889

備　　　考
項1，2の合計
11委員会・機関誌発行費等

項1～4の合計

4回
2回
１１委員会

項1～4の合計

祝賀会・打合せ会議等
項1，2の合計

加盟負担・協賛広告・大会負担

収入の部 （単位　円）

支出の部 （単位　円）

〈収入〉 11,981,049 － 〈支出〉 5,105,889 ＝ 〈次年度本会計繰越金〉 6,875,160円

以上のとおり報告いたします

全国日蓮宗青年会 会長　小 泉 輝 泰
財務　鵜 澤 貫 陽
監査　川 上 洋 行
財務　藤 井 淳 至
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総本山身延山久遠寺御用　日蓮宗大荒行堂御用

数珠製造・仏像仏具・各種記念品土産一式

若松屋数珠仏具店
山梨県南巨摩郡見延町見延3700

TEL 0556-62-0145  FAX 0556-62-0191
振替／0045-5-1624　取引銀行／山梨中央銀行見延支店

E-mail  wakamatu@eps1.comlink.ne.jp
ホームページ URL  http://www.eps1.comlink.ne.jp/~wakamatu/

伝えたい！
  をお手伝いします

http://www.e-for.jp/

印刷全般
　機関誌・報告書・名簿・他ページ物
　パンフレット・ポスター・会社案内
　封筒・名刺・帳票類
　ノベルティー・他特殊印刷
メディアミックス
　ホームページ企画・作成・管理
　ビデオ撮影・編集・パッケージ化
　電子書籍・出版
　プログラミング・データ処理
　掛軸・文化財レプリカ作成

取
扱
品
目

株式会社 イーフォー 〒141-0031 東京都品川区西五反田8-7-11 アクシス五反田ビル202
TEL 03-3779-1140  FAX 03-3779-1141

〈東谷参道の老舗〉 御珠数・仏像・仏具・太鼓・掛軸・経本・線香・木鉦・印伝・水晶 等

〒409-2524  山梨県南巨摩郡身延町身延3550　TEL 0556-62-0200  FAX 0556-62-0771

総本山身延山久遠寺・日蓮宗大荒行堂　御用達

店主　深 澤 永 寿

多 少 に 関 わらず 御 用 命 お 待ちしております

等
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〒160-0023  東京都新宿区西新宿5-5-6 第二ダイヤモンドビル2階
http://www.tairikuryoyu.co.jp  mail:tlc@tairikuryoyu.co.jp

TEL 03-3376-2511
FAX 03-3376-5280株式会社 大陸旅遊

日蓮宗指定業者　観光庁長官登録旅行業第1399号／一般社団法人日本旅行業協会正会員

身延山久遠寺御用達　日蓮宗大荒行堂御用達

甲州印伝・珠数・水晶・各種記念品

身延山

〒409-2524  山梨県南巨摩郡身延町身延3648
TEL 0556-62-0102  FAX 0556-62-3383

珠数・腕輪修理承ります

念
珠
、仏
像
、仏
具

水
晶
、印
伝
、名
香

雨
畑
硯
、土
産
品
一
式

印
章
一
式
、
表
装

総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
御
用
達

日
蓮
宗
大
荒
行
堂
御
用
達

各
本
山
寺
院
御
用
達

〒409-2524
山梨県南巨摩郡身延町
身延3703

TEL 0556-62-0312
FAX 0556-62-2526

振替口座 00450-2526

E-mail
minoya11@eos.ocn.ne.jp

宗祖名附茶屋

〒604-8116  京都市中京区高倉通六角下ル
TEL 075-221-2769（代）  FAX 075-256-0036
●日曜・祝日・第2、第3土曜日は勝手乍ら休業させて頂きます。

通話料は無料（弊社負担）で承ります。（AM10:00～PM5:30迄）

0120-23-4570

北
海
道
東
部
日
青
会

北
海
道
西
部
日
青
会

北
海
道
南
部
日
青
会

北
海
道
北
部
日
青
会

福
島
県
日
青
会

宮
城
県
日
青
会

山
形
県
日
青
会

岩
手
県
日
青
会

秋
田
県
日
青
会

青
森
立
正
青
年
会

東
京
東
部
日
青
会

東
京
西
部
日
青
会

東
京
南
部
日
青
会

神
奈
川
県
第
一
部
日
青
会

神
奈
川
県
第
二
部
日
青
会

神
奈
川
県
第
三
部
日
青
会

千
葉
東
部
日
青
会

千
葉
西
部
日
青
会

千
葉
南
部
日
青
会

千
葉
北
部
日
青
会

埼
玉
県
日
青
会

茨
城
県
日
青
会

栃
木
県
日
青
会

伊
豆
国
日
青
会

新
潟
県
東
部
日
青
会

新
潟
県
西
部
日
青
会

富
山
県
日
青
会

稲
垣

　見
穂

神

　
　靖
寿

若
松

　誨
泉

山
口

　龍
泰

鈴
木

　本
学

髙
川

　錬
信

佐
藤

　義
信

菊
池

　錬
城

藤
倉

　信
行

川
上

　洋
行

西
村

　寛
隆

高
桑

　正
路

罍

　
　慈
恭

斉
藤

　先
洋

下
邨

　匡
司

加
納

　祥
有

小
堀

　善
光

宮
川

　了
暢

佐
々
木
教
道

河
端

　孝
順

星

　
　光
陽

小
林

　栄
樹

野
澤

　智
秀

大
塚

　信
誠

本
間

　詮
雄

大
橋

　智
憲

谷
川

　寛
敬

石
川
県
第
一
部
日
青
会

石
川
能
登
日
青
会

長
野
県
日
青
会

岐
阜
県
日
青
会

名
古
屋
日
青
会

愛
知
県
尾
張
日
青
会

愛
知
県
三
河
日
青
会

三
重
県
日
青
会

京

都

日

青

会

京
都
府
第
二
部
日
青
会

大

阪

日

青

会

大
阪
和
泉
日
青
会

大
阪
三
島
日
青
会

大
阪
豊
能
日
青
会

奈
良
立
正
青
年
会

和
歌
山
日
青
会

兵
庫
東
部
日
青
会

岡
山
立
正
日
青
会

広
島
県
日
青
会

島
根
県
日
青
会

鳥
取
県
日
青
会

福
岡
県
日
青
会

熊
本
県
日
青
会

佐
賀
県
日
青
会

長
崎
県
日
青
会

大

分

日

青

会

宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
日
青
会

堀
田

　龍
教

藤
井

　昭
光

伊
神

　玄
記

阪
口

　映
徳

勅
使
河
原
寛
祥

小
松

　友
學

河
合

　良
延

冨
田

　周
温

日
暮

　有
宏

中
山

　孝
俊

船
場

　光
隆

藪
木

　正
純

長
内

　要
純

高
橋

　大
光

松
島

　寛
宗

𠮷
野

　俊
幸

川
添

　泰
寛

大
野

　貴
正

長
崎

　龍
深

坂
本

　教
暎

米
涌

　玄
雅

川
崎

　泰
龍

竹
迫

　裕
恭

渕
上

　泰
之

宮
崎

　泰
彦

三
ヶ
尻
和
生

太
田

　寛
周

（平成25年５月現在）全国日青加盟単位日青会　会長名簿


